
 

  

DCV 計では[０Ｖ]を示し、ACV 計では 5.5Ｖ付近を示す。 

この発電機は、交流電気を発生していることがわかる。 

【参考(実測値)】DC50V 計⇒0V AC50V 計≒5.5V(MAX≒6V) 

ダイオードは、電気を一方向(Ａ⇒Ｋ)にしか通さない。 

DCV計で[6Ｖ]を示す。｢交流電気｣が｢直流電気｣に変換さ

れたことがわかる。 

【参考(実測値)】DC50V 計⇒6V(MAX≒6.5V) 

          AC50V 計≒12V(MAX≒12.5V) 
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約 4.0V 

約 3.8V 

＊3.0V～3.2V で振動している(点滅信号である) 
【参考】アナログテスタで測定しているため、振動の[ピーク]－[ピーク]間で、 

    指針の動きが間に合わなく、実際より低い電圧が表示されています。 

＊発電機で発生した電気が、蓄電池に蓄えられ、回路を通ることによって電球を点滅させる電圧に 

 変換された。このように電気は回路によって変換が可能なエネルギーです。 


